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論文の内容の要旨 
 大脇なぎさ氏の博士学位論文は、広島市および長崎市における被爆樹木に関して、現地調査等に基づ
きその実態を明らかにするとともに被爆遺産としての意義を考察することにより、今後の保全のあり方
について検討したものである。その要旨は以下のとおりである。 
 本論文は 7章よりなる。 
 第 1章では、研究の背景、目的、方法についてまとめるとともに、被爆樹木の概要について述べてい
る。著者は、既往研究の調査を踏まえ、被爆樹木に関する研究が不足している点について指摘している。
また、被爆から 70 年以上が経過し、現在における被爆樹木の障害や回復の状況が明らかになっていな
いことを課題としてあげている。このような背景を踏まえ、本研究は広島市および長崎市における被爆
樹木を研究の対象として選定している。そして、本研究の目的は、被爆樹木の被爆遺産としての意義を
明らかにすることにより、それらの今後の保全・活用に関する知見を得ることであると述べている。調
査方法としては、文献調査、被爆樹木の実態調査、被爆樹木の所有・管理者へのヒアリング調査を行っ
ている。被爆樹木の認定状況の把握、樹形異常の検証および考察、未認定の被爆樹木の探索、被爆樹木
の保全方法についての検討を行い、最後に具体的な提言を行うこととしている。 
 第 2章では、著者は被爆樹木に関する文献調査および実態調査により、広島市および長崎市において
どのような経緯で被爆樹木が認定・保存されて、現在に至っているかを述べている。 
 第 3章では、広島市における被爆樹木の樹形異常について、実態調査に基づき考察している。著者は、
外形観察により被爆樹木特有の樹形異常や被爆の痕跡について述べている。そして、被爆樹木を幹立ち
の状態（単幹か株立ちか）、被爆時の地上部の残存状況（残存か焼失か）および被爆後の移植の有無に
よって分類している。そのうち、単幹で、被爆時点の障害を地上部に明瞭に残し、移植されていないと
いう類型に属する被爆樹木に着目すると、それらの多くが爆心地に向けて傾斜していることを明らかに
した。著者は、その原因を幹の爆心地側とその裏側で成長度が違うことが 70 年間累積して生じた結果
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であると推定している。 
 第 4章では、長崎市において行った未認定の被爆樹木の調査について述べている。筆者は、長崎市の
認定被爆樹木の本数が広島市と比較して少ないことに疑問を抱き、長崎市には山間部等に未認定・未発
見の被爆樹木が存在するのではないかという仮説を立てた。著者は、空中写真の判読や現地調査を行う
とともに住民からの情報提供を得て、潜在的被爆樹木（現在認定は受けていないが、被爆樹木の可能性
が高い樹木）の存在を明らかにしている。そして、被爆の痕跡がなくとも被爆樹木の典型的な樹形異常
が認められるものについても認定を行っていく必要があることを指摘している。 
 第 5章では、広島市および長崎市における被爆樹木の保全・治療の現状把握を目的として行った現地
調査およびヒアリング調査について述べている。著者は、被爆樹木の所有者・管理者の世代交代が進ん
でいることを明らかにし、被爆樹木に関する情報の継承が必要であることを指摘している。また、被爆
樹木 2世（現在認定されている被爆樹木の種や苗から育ち、配布された樹木）を用いた平和教育活動の
実態について述べている。 
 第 6章では、筆者はこれまでの研究成果に基づき、被爆樹木の各類型、被爆樹木 2世、潜在的被爆樹
木について、それぞれの被爆遺産としての意義を考察している。また、被爆樹木の保全・活用に向けた
問題点・課題について述べている。 
 第 7章では、著者は本研究の結論として被爆樹木を「生きる」被爆遺産として位置付け、被爆建物と
は異なる被爆遺産としての価値があること指摘し、その保全・活用に向けた方向性を提示している。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 著者は、原爆ドームに象徴される被爆建物の陰で軽視されがちであった被爆樹木について実態調査と
分析を行い、被爆樹木はいくつかの類型に分類でき、被爆樹木特有の遺産価値があることを明らかにし
た点において、独自性が高く、社会的意義がある。本論を構成する骨子は日本造園学会の査読付き論文
2編として採用されており、2014年度のベストペーパー賞に選ばれるなど、学術的価値も認められてい
る。特に、集団で爆心地に向かって傾斜する被爆樹木群の類型が存在することを発見した点は、学術的
価値が高い。本研究で得られた有用な知見は、今後の広島市および長崎市における被爆樹木の保全・活
用に寄与する発展が期待できる。 
  
平成 29年 1月 18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（デザイン学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
